
第 1９回 だらっと憲法カフェ  in  

「 八事のカフェ ⭐ 紅茶の時間 ⭐ 」 
 

      
 

  

 
 

 
 

 

 

            

  

 

            

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加費】 500 円 

【定員】  10 名（予約下さい）  【主催】 だらっと憲法カフェ 

【申込】 フェアトレード・風“ｓ  野入 （土井）  

Tel.090-8566-2638  Email. huzu@huzu.jp 

    
             

【日時】2022 年 10 月 29 日（第 5 土曜日) 10:00～12:30 

「八事のカフェ⭐紅茶の時間⭐」は、第５土曜日開催の「だらっと憲法

カフェ」の場所です。私たち自身の言葉で、何が大切なのか、何が真実

なのか、情報を交換しながら学んでいく場所です。 

 

 

バックラッシュと言われる、一つの時代があった。 
 

統一教会の信者さんたちが草の根の活動を熱心にした。自治体の公

募に応募して男女共同参画推進委員になり、「家庭」や「性教育」のあ

り方を「ジェンダー平等」思想を排除するために自民党の地方議員と

一緒になって、「青少年保護育成条例」や「家庭教育支援条例」の制

定に熱心に取り組んだ。「個人」よりも家父長的な「家族秩序」を重視

する思想を条例に反映した。 

 

私たちは、子どもたちに、何を教えたいの？妻は夫に従う。弟

は兄に従う。子供は親に従う。その道徳を教えたいのか？統一教会は

「家庭」重視を謳いながら多くの家庭を破壊してきた。その切り結ぶ大

切なことを、話し合いたい。憲法２４条、１３条について学び合おう。 
問題提起 たかだ洋子（岐阜大学修士、論文はジェンダー論） 

１０：００ あいさつ 

 

１０：０５ 資料提供と

フリートーク 

 

休憩あり     

１２：３０ 終了 

 

【内容】 1990 年代には、国は選択的夫婦別姓を法制化する準備ができていました。 

学校では男子も家庭科の授業を受けることになり、男女混合の生徒名簿を作成。歴史教育

では、太平洋戦争で、日本軍が多数の女性を慰安婦とした事実を教えました。 

 

ところが 30年後の今、家庭科の共習だけはまだ続いている様子ですが、男女混合名簿は

足踏み、日本軍の慰安所政策は教えない。選択的夫婦別姓の結婚制度は実現しない。中学

校の性教育は大きく後退。 

 

【場所】 「八事のカフェ ⭐紅茶の時間⭐」 ０７０−１６１９−６４３５ 地下鉄八事駅２番出口から徒歩 10 分 

 

    『ジェンダー平等はなぜ頓挫？』 

統一教会と与党政権が理想とする家庭と教育 

 

mailto:huzu@huzu.jp

